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1 はじめに 

1.1 研究の背景 

 兵庫県では若年層の人口流出が深刻な問題となっている。2009年 11月の 560万 478人

が県内人口のピークであったが少子高齢化と転出超過などでそのあとは減少に転じている。

総務省による 2022 年の住民基本台帳に基づく人口移動報告をみると兵庫県の転出超過は

5625人となっており、転出超過は全国で５番目に多い数字である。この傾向は全国的なも

のであり、東京圏においては若者の転入超過が顕著なことも知られている。こうした状況

下で、UIターン支援の重要性が高まっているが、一方で近年の SNSの普及により若者の情

報源が多様化しており、UIターンを決断する際の情報収集や意思決定プロセスが変化して

いることが予想される。そのため、効果的な UIターン支援策を講じるためには、若者の実

態を正確に把握する必要があると考えられる。本研究の全体的な目的は兵庫県への UI タ

ーンを選択した若者を対象に、SNS を活用した情報収集の実態、兵庫県の魅力についての

認識、ライフプランに関する意識の３点を明らかにすることである。これらの調査を通じ

て、兵庫県の若者向け政策や PR活動に対する具体的な示唆を得ることを目指している。 

 

1.2 研究の全体計画 

 本研究は 3 年計画で実施されており、各年度の主な目標と焦点は以下の通りである。1

年目（2022 年度）は神戸・阪神地域および淡路地域でのインタビュー調査および UI ター

ン者の基本的な特徴や傾向の把握。2 年目（2023 年度）は但馬地域での調査、Web アンケ

ート調査の実施による量的データの収集。3年目（2024年度）は丹波地域と西播磨または

中播磨地域での調査、3 年間のデータの総合的分析、政策提言の具体化である。兵庫県の

多様な地域特性を考慮しつつ、若者の UI ターンに関する包括的な理解を得ることが全体

として目指されている。 

 

1.3 2023年度調査の位置付けと目的 

2023 年度は本研究の 2 年目として、調査範囲の拡大とデータの深化という目的を持っ



ている。まず調査範囲の拡大について述べる。但馬地域を新たに調査対象に加えることで、

都市部（神戸・阪神）、島嶼部（淡路）に加え、中山間地域の特性を持つ地域での UIター

ンの実態を把握する。これにより、より多様な地域特性が UIターンに与える影響を分析す

ることが可能となる。但馬地域に含まれる新温泉町、香美町、養父市は人口戦略会議の「令

和６年・地方自治体「持続可能性」分析レポート」において「消滅可能性自治体」に分類

されており、人口流出が課題となっている「C-①」カテゴリーに位置付けられている。今

回調査地となった豊岡市は「消滅可能性自治体」には該当しないものの、2050年までに若

年女性人口が約 50%減少すると予測されている。これらの地域では社会減対策が極めて重

要とされており、UIターン施策の効果や課題を詳細に調査することで、中山間地域特有の

人口動態や UI ターンの実態を把握し、より効果的な施策立案に貢献することが期待され

る。さらに、都市部や島嶼部との比較分析を通じて、地域特性に応じた UIターン支援策の

在り方を探ることが可能となる。データの深化の一環として Webアンケート調査を新たに

実施した。インタビュー調査では捉えきれない全体的な傾向や統計的な裏付けを得ること

を目指す。これにより、質的データと量的データの両面から分析を行うことが可能となる。

また、3地域のデータを比較分析することで、各地域の特性が UIターンにどのような影響

を与えているかを明らかにする。これにより地域の特性を活かした効果的な UI ターン支

援策の立案に寄与することが期待される。 

 

 

2 インタビュー調査の結果と分析 

2.1 調査方法 

本研究では、2022 年度の調査方法を基本的に踏襲している。但馬地域の中核都市であ

る豊岡市に焦点を当てた。豊岡市は、積極的な地方創生の取り組みにより注目を集めてい

る地域である。地域選出に際しては、コワーキングスペースや若者向けの住宅プロジェク

トなど、UIターン者や若者が活動の拠点としている施設等を事前に調査し、現地の状況と

インフォーマントについての基礎的情報を得た上で、インタビュー調査の実施可能性を検

討した。研究チームは、研究代表者の永田夏来（兵庫教育大学）を中心に、労働研究を専

門とする阿部真大（甲南大学）、若者の SNS利用を専門とする若狭優（神戸大学大学院人文

学研究科）の 3名で構成された。異なる専門性を持つチームによる実査により、UIターン

者の就労状況、情報収集の実態、生活様式など、多面的な観点からの分析が可能となった。 



調査協力者の選定にあたっては、事前調査で同意を得ている現地施設の中心的な人物に

依頼し、UIターンを経験して現在豊岡市に居住している若者（20-30代）で調査趣旨を理

解して協力を得られる人物について紹介を募った。このようなスノーボールサンプリング

の手法を採用することで、地域の状況に即した効率的なデータ収集が可能となった。豊岡

市内を中心に 10名の対象者を選出した。調査時期は 2023年 9月である。永田、阿部、若

狭の 3名が豊岡市を訪れ、対面でのインタビュー調査を実施した。インタビュー時間はお

およそ 1 時間であり、1 日に 4-5 人程度の調査を行った。研究チームのメンバーは、それ

ぞれの専門性を活かしながら、インタビューを分担して行った。 

調査実施に際しては、一般社団法人社会調査協会の倫理規程に従い、プライバシーポリ

シー等の取り扱いについて説明を行ったうえで自筆のサインで同意を得た。インタビュー

の際にはプライバシーが確保できる環境を保持し、録音・録画・メモによる記録を実施し

ている。録音内容はトランスクリプト化して分析に用いるが、調査記録は兵庫教育大学に

て外部ネットワークから遮断された状態で保管されている。インタビューでは、SNS を活

用した情報収集の実態、兵庫県の魅力についての認識、およびライフプランに関する意識

に関する質問を中心に、対象者の背景や詳細について深く掘り下げるためのデプスインタ

ビューを実施した。また、別途用意した質問紙調査も併せて実施し、インタビュー終了後

に自記してもらい、その場で提出または後日郵送にて送付する形式とした。参加者への感

謝の意を示すために、協力者にはインセンティブとして QUOカードを提供した。これによ

り、参加者のモチベーションを維持し、研究の質を向上させることができたものと考えて

いる。 

 

表 1-1 調査協力者一覧 

 



2.2 分析 

豊岡市の UI ターン者インタビューデータの分析と考察を行った結果、生活満足度と仕

事環境、SNS の活用と地域の魅力発信、行政サービスと地域課題、地域コミュニティと文

化の四つの主要なテーマが浮かび上がった。生活満足度と仕事環境については、多くの回

答者が高い満足度を示しており、その理由としては柔軟な働き方と生活のバランスが挙げ

られている。例えば 33歳の男性回答者は次のように述べている。 

 

「生活の延長上に仕事が仕事があるという暮らし方ができている」 「仕事の途中に家に帰

って家事をしたり，子どもの病気の時には面倒をみながら仕事ができる」（912001）： 

 

この回答は、豊岡での柔軟な働き方と生活のバランスが、UIターン者にとって魅力的であ

ることを示している。一方で、経済面での課題も指摘されている。38歳の女性回答者は次

のように述べている。 

 

 「暮らしは楽しいけれどお金が厳しい」（912010）： 

 

これらの声から、UIターン者は豊岡の生活環境に満足している傾向があるが、経済的な課

題が存在することがわかる。柔軟な働き方の実現と経済的安定の両立が、今後の UIターン

促進の鍵となる可能性がある。次に、SNS の活用と地域の魅力発信については、回答者に

よって活用度が異なるものの、地域の魅力発信や情報共有のツールとして重要な役割を果

たしていることが明らかになった。 

 

「プライベートでも仕事でも Instagram,Twitter,Facebookを積極的に利用」「地域性があ

り田舎の人は Facebookが好き。回覧板みたいなもの」（912007）： 

 

地域のイベントをやる時も，チラシは作らず SNSで情報発信する。何かおしゃれな感じが

することなどを意識してる，見せ方も考えて感度が高い人に来てほしいっていう気持ちも

ある 

 

「地域のイベントをやる時も，チラシは作らず SNSで情報発信する」 「何かおしゃれな感



じがすることなどを意識してる，見せ方も考えて感度が高い人に来てほしいっていう気持

ちもある」（912010）： 

 

これらの回答から、SNS が地域の魅力発信や情報共有の重要なツールとなっているが、そ

の活用方法や対象は多様であることがわかる。効果的な SNS活用戦略の共有や支援が、UI

ターン促進に寄与する可能性がある。行政サービスと地域課題については、評価が様々で

あるが、いくつかの共通した課題が指摘されている。 

 

「子どもがいるので，学校の統廃合や交通機関への不安がある。観光に特化した町だと感

じている」「仕事をするにはありがたいが、子どもにとっては医療費が高かったり，隣の市

と比較すると水道光熱費が高い。」（912008）： 

 

「子どもたちと話すと，絶望感を感じる。意思も意見もなく，なりたいような夢もビジョ

ンも子たちがそのまま大きくなってしまうのが不安。」（912005）： 

 

これらの回答から、子育て環境や教育、交通インフラなどの基本的な生活基盤に関する課

題が指摘されていることがわかる。最後に、地域コミュニティと文化については、UIター

ン者と地元住民との関係性や、地域文化への適応に課題が見られる。38歳の女性回答者は

次のように述べている。 

 

「移住してきた人（協力隊同士）は仲良かったりするけど，地元の人との関わりは少ない

かも。ずっと地元にいる人と，ここが面白いと思ってきている移住組は遊び方が違う。」

（912010）： 

 

「シビックプライドが醸成されていない中で，高校を出て戻ってこいって言っても戻らな

い。仕事もない。」（912005）： 

 

これらの回答から、UIターン者と地元住民との交流促進、そして地域への愛着（シビック

プライド）の醸成が、地域の持続可能な発展に重要であることが示唆されている。以上の

分析と考察を踏まえ、豊岡市の UIターン施策においては、柔軟な働き方と経済的安定を両



立させるための支援策、SNS を活用した効果的な地域の魅力発信と情報共有の促進、子育

て環境や交通インフラなどの基本的な生活基盤の改善、UIターン者と地元住民の交流を促

進するイベントや場の創出、若者の夢やビジョンを育む教育プログラムの導入などが有効

であると考えられる。これらの施策を通じて、UIターン者にとってより魅力的で、かつ持

続可能な地域づくりを進めることができるだろう。 

 

3 WEB調査の結果と分析 

3.1 調査方法 

本研究では、インタビュー調査に加えて、兵庫県に在住する若者を対象とした WEBモニ

ターによるアンケート調査を実施した。この調査の目的は、UIターン経験の有無やその理

由、生活の満足度、経済状況、就業状況、SNS の利用状況などについて総合的な動機と背

景を把握することである。 

調査対象は、現在兵庫県に住んでいる 20代から 30代の男女とし、調査方法として WEB

調査会社を介したモニター調査を採用した。具体的には、LINE株式会社が提供するインタ

ーネットを利用したリサーチサービス「LINEリサーチ」を使用した。この選定理由として、

LINE の広範なユーザーベースを対象に迅速かつ効率的なアンケート調査を安価に行える

こと、特に若年層を含む幅広い年齢層にリーチできること、そしてリサーチのニーズに合

わせて柔軟な設計が可能であることが挙げられる。調査の実施計画として、12月下旬にア

ンケート調査項目とサンプル構成について永田、阿部、若狭の 3 名で会議を行い、1 月中

旬にアンケートを設置し LINE社からコンプライアンス等のチェックを受けた後、1月下旬

にアンケートを実施した。予算については、最大設問数 15問・回収数 1000サンプルを目

標とし、質問数は 9問とした。兵庫県在住の若者のみを対象とするため「居住地の指定」

オプションを追加した。 

サンプル内訳については、目標サンプルサイズを合計 1000人とし、男性 500人（20代：

250人、30代：250人）、女性 500人（20代：250人、30代：250人）というセグメント分

割を設定した。この構成は兵庫県全体の人口構成とは異なるため、調査結果の代表性に影

響を与える可能性があるが、限られた予算内で均等に割り付けられたサンプルを通じ、複

数のグループからの意見を効率的に収集することが可能となる。実際の調査は 2024年 1月

22日 10時 42分に開始され、目標サンプル数に達したため 2024年 1月 23日 13時 05分に

受付を終了した。最終的な総回答者数は 1,052 名となり、内訳は男性 526 人（20 代：263



人、30代：263人）、女性 526人（20代：263人、30代：263人）であった。データからは

全回答者が兵庫県在住者であることが確認された。この WEB調査によりインタビュー調査

では捉えきれない兵庫県全体の若者の UI ターンに関する傾向や意識について把握するこ

とが可能となり、研究の信頼性と一般化の可能性を高めることができた。 

 

3.2 単純集計 

単純集計の結果に巻末に示した。この WEB調査では、兵庫県在住の 20代から 30代の若

者 1,052名から回答を得た。回答者の属性は、性別と年齢層で均等になっており、男女そ

れぞれ 526名、20代と 30代がそれぞれ 526名となっている。職業については、会社員が

最も多く 49.0%を占め、次いで学生が 19.6%、パート/アルバイトが 9.5%となっている。結

婚状況では、未婚者が 61.7%と過半数を占め、既婚者は 35.3%であった。 

居住履については、「兵庫県内の中学を卒業し他の地域で 1年以上暮らしたことがない」

人が 48.2%と最も多く、次いで「兵庫県内の中学を卒業し外の地域で 1 年以上暮らしたこ

とがある」人が 26.9%、「兵庫県外の中学を卒業しその後兵庫県に転入した人」が 24.9%と

なっている。兵庫県外で暮らした経験のある人（283名）の理由としては、進学が 48.8%と

最も多く、次いで仕事が 32.5%となっている。一方、兵庫県に転入してきた人（262名）の

理由としては、仕事が 38.9%と最も多く、次いで結婚相手と暮らすためが 23.7%、進学が

22.5%となっている。 

生活満足度については、「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせると 83.2%

と高い満足度を示している。一方で、金銭的余裕については、「そう思う」と「どちらかと

言えばそう思う」を合わせても 55.0%にとどまり、経済面での課題が示唆される。SNSの利

用状況については、友人づきあいに SNSが欠かせないと感じている人（「そう思う」と「ど

ちらかと言えばそう思う」の合計）が 57.42%と過半数を超えている。最も頻繁に投稿する

SNSとしては、Instagramが 33.2%と最も多く、次いで X（旧 Twitter）が 25.6%となってい

る。一方で、SNSを使わない/投稿しない人も 33.6%と比較的高い割合を示している。職業

の種類については、専門・技術職が 24.9%と最も多く、次いで事務職が 16.4%、サービス業

が 12.9%となっている。勤務先の業種については、製造業が 16.1%、医療・福祉が 15.5%と

比較的高い割合を示している。また、女性においては「その他」に専業主婦が含まれてい

ることが LINEリサーチから提供を受けた事前登録の個人情報から確認できている。 

 



3.3 クロス集計 

3.3.1 性別、年齢と居住歴 

前述の通り、今回調査は限られた予算の中から若者の状況を把握することを目的に性別

と年齢についてセグメント分割を設定している（男性 500 人のうち、20 代 250 人、30 代

250 人、女性 500 人のうち 20 代 250 人、30 代 250 人である）。「兵庫県内の中学を卒業し

他の地域で 1年以上暮らしたことがない」、「兵庫県内の中学を卒業し外の地域で 1年以上

暮らしたことがある」、「兵庫県外の中学を卒業しその後兵庫県に転入した」について、性

別と年齢別にクロス表を作成して図１、２に示した。 

 

 

図１：性別にみた居住歴 

 

図２：年齢別にみた居住歴 

 

性別に関しては、男性の方が女性よりも「兵庫県内の中学を卒業し外の地域で 1年以上

暮らしたことがある」割合が高く（男性 30.6%、女性 23.2%）、約 7ポイントの差がある。

一方、女性は「兵庫県内の中学を卒業し他の地域で 1年以上暮らしたことがない」割合が



男性より高い（女性 51.9%、男性 44.5%）。年齢別では、30 代の方が 20 代よりも「兵庫県

外の中学を卒業しその後兵庫県に転入した」割合が高く（30代 27.9%、20代 21.9%）、逆に

20代の方が「兵庫県内の中学を卒業し他の地域で 1年以上暮らしたことがない」割合が高

い傾向にある（20代 51.3%、30代 45.1%）。これらの結果は、性別や年齢によって UIター

ンの経験や傾向に差異があることを示唆している。男性の方が女性よりも県外での居住経

験が多い背景には、就職や進学による移動が考えられる。一方、30代の方が県外からの転

入者が多い理由としては、就職後の Uターンや結婚を機とした移動などが推測される。20

代で県内定着率が高い点については、例えば近年の地元志向や新型コロナウイルスの影響

による地方回帰の傾向が反映されている可能性があるかもしれない。 

 

 

図３：年齢別、性別にみた居住歴 

 

図 3は年齢別および性別による居住歴を示している。「兵庫県内の中学を卒業し他の地

域で 1年以上暮らしたことがない」が、どの年齢・性別のグループでも最も高い割合を占

めている。特に、女性はこの割合が男性よりも高く、20代女性で 54.0%、30代女性で

49.8%となっている。これに対し、男性は 20代で 48.7%、30代で 40.3%と女性に比較すれ

ば低い数値となっている。「兵庫県内の中学を卒業し外の地域で 1年以上暮らしたことが

ある」は、全体的に男性の方が多い傾向にある。特に 30代男性では 35.0%と最も高く、

次いで 20代男性が 26.2%となっている。一方、女性は 20代で 23.6%、30代で 22.8%とや

や低い割合になっている。「兵庫県外の中学を卒業しその後兵庫県に転入した」について

は、性別による大きな差は見られない。20代では男女ともに約 22%、30代では男女とも

に約 27-28%となっている。 



これらの結果から、以下のような考察が可能である。女性の方が男性よりも地元定着

率が高い傾向にあり、これは女性の進学や就職の選択において地元志向が強い可能性を示

唆している。また、家族との関係性や地域コミュニティへの帰属意識が影響している可能

性もある。男性の県外居住経験が多い背景には、進学や就職による移動がより活発である

ことが考えられる。特に 30代男性で県外居住経験が多いのは、キャリア形成の過程で県

外での経験を積む機会が多かったことを示唆している。転入者の割合に性差がないこと

は、Uターンや結婚、転職など、兵庫県への移住の動機が性別に関わらず存在することを

示している。特に 30代で転入者の割合が増加していることから、ライフステージの変化

に伴う移住が行われていると推測される。これらの傾向は、若者の UIターンや地域定着

に関する政策立案において、性別や年齢層に応じたアプローチの必要性を感じさせるもの

である。例えば、男性の地元定着を促進する施策や、女性のキャリア形成と地域貢献を両

立させる取り組みなどが考えられる。今後は、これらの結果を踏まえ、より効果的な地域

振興策の立案と実施が求められるだろう。 

図 4は県外居住の経験を持つものを対象に、その理由を尋ねたものを年齢別および性

別で区別して示したものである。全体的に、進学が県外居住の最も主要な理由となってい

る。特に 20代女性では 59.7%と最も高く、次いで 20代男性が 52.2%となっている。30代

では、男女ともに進学を理由とする割合がやや低下し、男性で 44.6%、女性で 41.7%とな

っている。仕事を理由とする県外居住は、30代で顕著に高くなっている。30代男性では

41.3%、30代女性では 36.7%が仕事を理由としており、20代（男性 23.2%、女性 22.6%）

と比較して大きな差が見られる。結婚相手と暮らすためという理由は、全体的に低い割合

であるが、30代女性で 10.0%と他のグループよりもやや高くなっている。これらの結果か

ら、以下のような考察が可能である。若年層、特に 20代では進学が県外居住の主要因と

なっており、高等教育機関への進学に伴う移動が多いことが示唆される。一方、30代に

なると仕事を理由とする県外居住が増加しており、キャリア形成や就職機会の追求が県外

移動の重要な要因となっていることがわかる。 

図 5は、転入経験を持つものを対象にその理由を尋ね、年齢別および性別で区別した

ものである。仕事を理由とする転入が全体的に最も多く、特に 30代男性で 50.7%と高い

割合を示している。20代男性も 44.1%と高い割合であるが、女性は 20代で 29.3%、30代

で 31.5%とやや低い傾向にある。結婚相手と暮らすためという理由は、女性で顕著に高く

なっている。特に 30代女性では 33.8%と最も高く、20代女性でも 26.7%となっている。 



 

図４：年齢別、性別にみた県外居住の理由（除く「その他」） 

 

 

図５：年齢別、性別にみた県への転入理由（除く「その他」） 

 

一方、男性では 20代で 12.7%、30代で 15.1%と比較的低い割合にとどまっている。進学

を理由とする転入は、20代で比較的高く、男性で 30.5%、女性で 28.0%となっている。30

代では男女ともに 10%台に低下している。 

これらの結果から、以下のような考察が可能である。男性の転入は主に仕事を理由と

しており、特に 30代でその傾向が強くなっている。これは、キャリアアップや転職に伴

う移動が多いことを示唆している。一方、女性の転入は結婚を理由とする割合が高く、特



に 30代で顕著である。これは、結婚に伴うライフスタイルの変化や、配偶者の仕事の都

合による移動が影響していると考えられる。20代における進学を理由とする転入の高さ

は、兵庫県内の教育機関の魅力や、地元での就職を見据えた進学選択が影響している可能

性がある。 

転出歴と性別、年齢についての分析結果から、いくつかの重要な傾向が浮かび上がっ

た。まず、居住歴の全体的傾向として、兵庫県外の居住歴を持たない人が最も多く、これ

は地元定着率の高さを示している。特筆すべきは、女性の方が男性よりも地元定着率が高

い傾向にあることである。一方で、県外居住経験は男性の方が多く、特に 30代男性で顕

著である。県外からの転入者の割合には性別による大きな差は見られなかった。県外居住

の理由を見ると、進学が最も主要な理由であり、特に 20代で顕著である。仕事を理由と

する県外居住は 30代で増加し、特に男性で高い割合を示している。結婚を理由とする県

外居住は全体的に低いが、30代女性でやや高くなっている。県への転入理由について

は、仕事を理由とする転入が全体的に最も多く、特に 30代男性で高い。一方、結婚を理

由とする転入は女性で顕著に高く、特に 30代女性で最も高い。進学を理由とする転入は

20代で比較的高く、30代では低下する傾向が見られた。年齢による傾向の変化も明確で

あり、20代では進学による移動が主要因となっているのに対し、30代になると仕事や結

婚といったライフステージの変化に伴う移動が増加する。性別による差異についても、男

性は仕事を理由とする移動が多い傾向にある一方、女性は結婚を理由とする移動が多く、

特に転入理由として顕著である。また、女性の方が全体的に地元定着率が高いことが確認

された。 

一見すると、今回調査の結果は「女性の転出が多い」という従来指摘されている兵庫

県の状況と異なる結果となっている。この相違について、調査方法の特性とサンプリング

バイアスという要因が考えられる。本調査は WEBモニターによるアンケート調査であり、

現在兵庫県に住んでいる 20代から 30代の男女を対象としている。このため、すでに県外

に転出して戻っていない女性のデータが含まれていない可能性がある。これらの要因を考

慮すると、本調査結果が示す女性の高い地元定着率については、慎重な解釈が必要であ

る。今後の研究では、県外に転出した人々も含めた幅広いサンプリングや、より若い年齢

層も含めた調査範囲の拡大など、より包括的なアプローチが求められる。追加的な調査や

分析を通じて、兵庫県における若者、特に女性の転出・定着傾向をより正確に把握し、効

果的な地域振興策の立案につなげることが可能となる。 



3.3.2 性別、年齢と SNS利用 

次に SNSの利用傾向について性別と年齢から分析を行なっていく。図 6は「友人付き合い

に SNSは欠かせない」という問いへの賛否を示しており、全体的に SNSの重要性が高いこ

とが分かる。20 代女性で最も高い割合を示し、「そう思う」と「どちらかと言えばそう思

う」を合わせると約 70%に達している。次いで 20代男性が高く、約 65%となっている。30

代では若干低下するものの、男女ともに半数以上が肯定的な回答をしている。特に注目す

べきは、全ての年齢・性別グループにおいて、否定的な回答（「そう思わない」と「どちら

かと言えばそう思わない」の合計）が 30%を下回っていることである。これは、SNSが若者

の友人関係において重要な役割を果たしていることを示唆している。 

 

 

図６：年齢別、性別にみた「友人付き合いに SNSは欠かせない」への賛否 

 

 

 

図７：年齢別、性別にみた「この１ヶ月で最も投稿した SNS」 

 



図 7は過去 1ヶ月間で最も投稿した SNSを示しており、利用傾向に明確な性差が見ら

れる。女性では、20代・30代ともに Instagramの利用が最も多く、約 45%を占めてい

る。一方、男性では X（旧 Twitter）の利用が最も多く、20代で約 35%、30代で約 30%と

なっている。注目すべき点として、「SNSを使わない/投稿しない」と回答した割合が、30

代男性で約 40%、20代男性で約 35%と比較的高くなっている。女性の場合、この割合は 20

代で約 25%、30代で約 30%とやや低い。 

これらの結果から、以下のような考察が可能である。まず、SNSは若者、特に 20代の

友人関係において極めて重要な役割を果たしており、コミュニケーションツールとして不

可欠な存在となっていることが分かる。年齢が上がるにつれて SNSへの依存度がやや低下

する傾向があるものの、30代でも過半数が重要視しており、SNSが幅広い年齢層で友人関

係の維持に活用されていることが示唆される。性別による違いも顕著であり、女性の方が

SNSを友人付き合いにより欠かせないものと捉える傾向が強い。また、利用する SNSの種

類にも明確な違いが見られ、女性は Instagramを、男性は X（旧 Twitter）を好む傾向が

ある。これは、それぞれの SNSの特性や、性別によるコミュニケーションスタイルの違い

を反映している可能性がある。 

一方で、SNSを使わない、あるいは投稿しない層も一定数存在し、特に男性でその傾

向が強いことも注目に値する。この層は、従来型のコミュニケーション手段を好む、ある

いは SNSの利用に慎重な態度を取っている可能性がある。ただし、今回は LINEに親和性

の高いプラットフォームで調査実施を行っているため、SNS＝LINEと考えた可能性が一定

数ある点を踏まえておく必要があるだろう。「この１ヶ月で最も投稿した SNS」の選択肢

には LINEが含まれておらず、これが「友人付き合いに SNSは欠かせない」に一定の賛成

を集めながらも投稿が不活発であるという今回調査のギャップの背景にある可能性があ

る。また、X（旧 Twitter）や Instagramは閲覧するのみで投稿はしないというユーザー

がいることを踏まえておく必要もある。 

いずれにせよ、これらの傾向は、地域振興や若者の定着促進を考える上で重要な示唆

を与えている。SNSを活用した情報発信や交流促進策は、特に 20代や女性に対して効果

的である可能性が高い。一方で、SNSを利用しない層に対するアプローチも忘れてはなら

ず、多様なコミュニケーション手段を用意することが重要である。また、Instagramと X

（旧 Twitter）の利用傾向の違いは、性別によって効果的な情報発信の方法が異なる可能

性を示唆している。現状に即したプラットフォーム選択や内容の調整が必要であろう。 



UIターン経験者を対象としたインタビューによれば、今回調査した豊岡においては

SNSの活用が盛んであり、特に Facebookが積極的に使われていた。この点を踏まえて考

察を加えると、SNSの利用傾向には年齢や性別だけでなく、UIターン経験の有無によって

も違いがあることが示唆される。Facebookの積極的な利用は、UIターン者の特徴的な傾

向として引き続き検討する必要があるだろう。Facebookは、他の SNSと比較して、より

広範な年齢層や地域の人々とのつながりを維持しやすい特徴を持っている。また、地域コ

ミュニティやイベント情報の共有、長文での情報発信にも適している。これらの特性は、

UIターン者のニーズと合致している可能性が高い。すなわち、UIターン者は移住先の地

域情報を得たり、新たなコミュニティとつながったりする一方で、元の居住地の友人や家

族とのつながりも維持したいという需要があると考えられる。 

一方で、図 7の結果では Facebookの利用が著しく低い。これは、UIターン者と非 UI

ターン者の間で SNS利用傾向に差があることを示唆している。UIターン者は地域間の橋

渡し的な役割を果たす SNSを好む傾向があるのに対し、非 UIターン者は主に同世代や近

い関心を持つ人々とのコミュニケーションツールとして SNSを利用している可能性があ

る。この差異は、UIターン促進策を考える上で重要である。例えば、UIターンを検討し

ている人々に対しては、Facebookを通じた地域情報の発信や、UIターン経験者とのつな

がりの場の提供が効果的である可能性がある。一方、若年層や女性に対しては、

Instagramや X（旧 Twitter）を活用した魅力的な地域情報の発信が有効かもしれないか

らだ。さらに、UIターン後の定着支援においても、Facebookを活用したコミュニティ形

成支援や情報提供が効果的である可能性がある。地域の行事や活動、支援制度などの情報

を Facebook上で共有することで、UIターン者の地域への適応と定着を促進できるかもし

れない。また、この知見は、SNSの利用傾向が単に年齢や性別だけでなく、生活経験や環

境変化によっても大きく影響を受けることを示唆している。UIターンという大きな生活

変化を経験した人々が、より包括的な SNSプラットフォームを選択する傾向があるという

点は、SNSの役割が単なるコミュニケーションツールを超えて、生活基盤の一部となって

いるのかもしれない。 

 

4 まとめと今後の課題 

本調査は、兵庫県への UIターンを選択した若者を対象に、県の魅力と将来への不安を

明らかにすることを目的としている。特に、SNSを活用した情報収集の実態把握と、就業



や結婚などのライフプランに関する懸念や要望の収集に焦点を当てている。今回の中間報

告では、兵庫県北部の但馬地域にある豊岡市でのインタビュー調査の結果を中心に報告す

る。豊岡市への UIターン者を対象としたインタビューからは、生活を楽しんでいる一方

で将来に対しての見通しが暗い点が示されている。これはこれまでの神戸、淡路ではそれ

ほど聞かれなかった声であった。スノーボールの特性が影響している可能性も含め、最終

年度で検討を加えていきたい。 

今後の方向性としては、これまでの調査結果を基に、丹波地域と西播磨または中播磨

地域での調査を実施し、地域間の比較分析を深める予定である。次に、WEB調査で得られ

た知見を基に、兵庫県の魅力を効果的に発信するためのメディア戦略、若者の参加を促す

場所づくり、地域活性化のための具体的な提言を行う。加えて、轡田竜蔵教授（地域研

究）と松村淳准教授（居場所づくり）との協議を重ね、地域特性と若者の居場所という観

点からデータの再検討を行う。これにより、地域固有の課題や可能性、効果的な若者支援

策について、より深い洞察を得ることを目指していきたい。 
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